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障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
ア
ー
ト
に
は
と
て
も
驚
か
さ
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の「
菜
の
花
の
川
」
を
描
い
た
大
石

涼
さ
ん
も
、日
々
、
素
晴
ら
し
い
集
中
力
で
絵
に
向
き
合
っ

て
い
ま
す
。
自
転
車
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
って
は
、そ
の

先
々
で
気
に
入
っ
た
風
景
を
記
憶
し
た
り
写
真
に
撮
っ
た
り

し
て
、時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
描
き
こ
ん
で
い
き
ま
す
。

　

毎
年
開
か
れ
る
愛
媛
県
障
が
い
者
ア
ー
ト
展
で
は
何
度

も
入
賞
し
た
り
す
る
こ
と
で
自
信
も
つ
き
益
々
絵
を
描
く

事
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
イ
キ
イ
キ
と
創
作
活
動
を
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に

願
って
い
ま
す
。《

多
機
能
型
事
業
所
ひ
か
り　

職
員
よ
り
》

大石涼さん作「菜の花の川」
春の矢取川（砥部町）の風景



−2−

　

２
月
22
日
２
月
定
例
県
議
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
理
事
者
か
ら
上
程
さ
れ
た
議
案

は
、
予
算
25
、
条
例
17
、
そ
の
他
10
の
52

議
案
。
な
お
、
初
日
の
本
会
議
で
、
議
員

提
出
の
「
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル

発
射
に
抗
議
す
る
決
議
」
を
可
決
し
ま
し

た
。
会
期
は
３
月
15
日
ま
で
の
22
日
間
で

す
。

　

中
村
知
事
は
、
議
案
説
明
で
４
期
目
の

「
新
ス
テ
ー
ジ
」
で
掲
げ
た
１
０
０
近
い
公

約
の
具
体
化
に
向
け
「
今
回
の
当
初
予
算

が
本
格
的
な
第
一
歩
。『
新
ス
テ
ー
ジ
の
挑

戦
』
と
位
置
付
け
た
」
と
強
調
。
愛
媛
県

に
と
って
令
和
５
年
度
は
、
人
口
減
少
な
ど

山
積
す
る
課
題
に
向
か
って
足
場
を
固
め
る

年
と
な
り
ま
す
。

　

私
は
３
月
７
日
に
自
身
11
回
目
と
な
る一

般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
概
要
は
６
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1 

当
初
予
算

　

中
村
県
政
４
期
目
最
初
の
当
初
予
算
と

な
る
令
和
５
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
が

７
︐０
６
９
億
３
︐０
０
０
万
円
（
対
前
年
度

36
億
５
︐０
０
０
万
円
の
増
）
で
、
中
村
県

政
最
大
の
予
算
規
模
と
な
って
い
ま
す
。
人

口
減
少
対
策
や
デ
ジ
タ
ル
改
革
（
Ｄ
Ｘ
）
の

推
進
、
防
災
・
減
災
対
策
、
地
域
経
済
の

活
性
化
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

な
ど
が
重
点
で
、
新
規
事
業
が
１
５
１
事

項
に
上
る
積
極
的
な
予
算
編
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
別
会
計
は
２
︐５
０
８
億
２
︐

０
０
０
万
円
（
０・４
２
％
増
）、
企
業
会
計

６
８
９
億
７
︐４
０
０
万
円
（
３・０
７
％
減
）。

　

ま
た
、え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
、と
べ
動
物
園
、

県
総
合
運
動
公
園
と
え
ひ
め
森
林
公
園
を

含
め
た
「
と
べ
も
り
」
エ
リ
ア
関
連
に
は
表

２
の
よ
う
な
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
事
業
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
人
口
減
少
対
策

　

前
年
度
当
初
比
21
億
円
増
の
39
億
１
︐

０
５
１
万
円
を
計
上
。
市
町
の
結
婚
や
出

産
、
子
育
て
事
業
を
支
援
す
る
「
え
ひ
め

人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
」
を
創
設
。

交
付
金
は
、
メ
ニュ
ー
選
択
型
で
、
対
象
経

費
の
う
ち
市
町
が
負
担
す
る
経
費
の
２
分

の
１
を
補
助
し
ま
す
。
仕
事
と
育
児
の
両

立
を
後
押
し
す
る
事
業
所
に
奨
励
金
を
支

給
す
る
「
新
ひ
め
ボ
ス
宣
言
事
業
所
魅
力

化
支
援
事
業
」
で
は
、
女
性
活
躍
と
、
仕

事
と
育
児
の
両
立
支
援
の
双
方
に
取
り
組

む
事
業
所
の
認
証
制
度
を
創
設
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
取
組
実
績
に
応
じ
て
奨
励
金

を
支
給
し
ま
す
。

（
２
）
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

28
億
円
増
の
76
億
６
︐７
８
０
万
円
を
充

当
し
ま
す
。
患
者
情
報
を
共
有
で
き
る
救

急
医
療
体
制
の
確
立
、
中
小
企
業
の
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
支
援
を
展
開
し
ま
す
。

（
３
）
防
災
・
減
災
対
策

　

１
５
４
億
８
︐２
１
０
万
円
を
確
保
。
県

単
独
の
緊
急
防
災
・
減
災
対
策
事
業
が

44
億
１
︐６
６
５
万
円
、
た
め
池
地
震
防
災

対
策
に
３
億
８
︐１
９
９
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

（
４
）
地
域
経
済
の
活
性
化

　

人
口
減
に
よ
る
国
内
市
場
縮
小
を
視
野

に
農
林
水
産
物
や
製
造
業
の
海
外
販
路
拡

大
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
後
の
国
内
外

か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
目
指
し
ま
す
。

愛
媛
県
議
会
定
例
会（
第
３
８
２
回
）の
概
要

【表１】 令和５年度　県当初予算の会計別規模
（単位：百万円、▲は減）

※端数四捨五入のため合計が合わない場合があります。

特
　
別
　
会
　
計

会 計 別 予算額 前年度同期比

企
業
会
計

一般会計 706,930 3,650
災害救助基金 5 ▲ 2 
国民健康保険事業 138,245 1,256
母子父子寡婦福祉資金 516 141 
中小企業振興資金 5 0
農業改良資金 6 ▲ 2 
国営農業水利事業負担金 385 280
県有林経営事業 250 2 
林業改善資金 197 0 
沿岸漁業改善資金 51 増減なし 
公共用地整備事業 1,847 751
港湾施設整備事業 15 増減なし
用品調達 306 増減なし
自動車集中管理 15 0
公債管理 108,820 ▲ 1,382 
奨学資金 156 ▲ 3 

計 250,820 1,040
電気事業 4,234 ▲ 2,765 
工業用水道事業 1,670 ▲ 56 
病院事業 63,070 637

計 68,974 ▲ 2,183 
合　計 1,026,724 2,507
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えひめこどもの城への誘客促進

とべもりジップライン利用促進
　自動運転電動カートを整備

7,223万円

えひめこどもの城魅力向上推進事業
　オンライン広告やとべもりエリアのテレビCMを制作
　公共交通機関を活用したPR広報
　とべもりエリアでの謎解きや宝探しなどの実体験型周遊イベントの開催

3,393万円

とべ動物園への誘客促進

とべ動物園施設整備
　獣舎（サル・ヒヒ舎）の整備

9,053万円

とべ動物園展示動物等購入費
　動物の購入や、動物の健康管理強化等に必要な医療器具の整備

9,152万円

とべ動物園魅力向上戦略推進事業
　イルミネーションや、夜の動物園キャンプなどの魅力向上策を実施

3,336万円

えひめ森林公園を含む「とべもり」エリアの魅力向上

えひめ森林公園整備
　木製遊具等の施設整備や森林体験イベント等の実施

8,771万円

えひめ森林公園とべもりエリアイベント実施
　えひめ森林公園を加えたとべもりエリアの４施設が連携して、各種イベントを実施

957万円

とべもりエリア交流拡大推進事業
　とべもりエリアの４施設が新たに連携し、スイーツを切り口としたプロモーション
　を行うとともに、SDGs体験イベント等を実施

2,840万円

【表2】 令和５年度　とべもりエリア関連事業
　　 とべもりエリア：えひめこどもの城・とべ動物園・県総合運動公園・えひめ森林公園

※端数四捨五入

とべもりジップライン　自動運転電動カート

えひめ森林公園整備事業費
木製遊具等の施設整備や森林体験イベント等の実施による、えひめ森林公園の認知度向上と誘客促進
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【表3】 令和4年度　2月補正予算（会計別）
一般会計 ▲18億3,637万円

特別会計の計 30億3,158万円
国民健康保険事業
　国民健康保険の給付費等の増

41億6,169万円

県有林経営事業
　木材売払収入の増による分収交付金等

481万円

国営農業水利事業負担金 ▲1,289万円

公債管理特会 ▲11億2,203万円

企業会計 5,402万円

工業用水道事業 5,402万円

（
５
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

　

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
を
５
類
に
移

行
す
る
政
府
の
方
針
を
踏
ま
え
、
感
染
防

止
対
策
分
は
対
前
年
度
１
１
３
億
円
減
の

２
３
７
億
５
︐８
３
９
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

2 

補
正
予
算

　

令
和
４
年
度
２
月
補
正
予
算
は
、
一
般

会
計
が
国
の
内
示
減
な
ど
に
伴
い
18
億
３
︐

６
３
７
万
円
の
減
額
補
正
。
特
別
会
計

は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
と
県
有
林
経
営

事
業
が
増
額
、
国
営
農
業
水
利
事
業
負

担
金
と
公
債
管
理
特
会
が
減
額
、
合
わ
せ

て
30
億
３
︐１
５
８
万
円
の
増
額
、
ま
た
、

工
業
用
水
道
事
業
（
企
業
会
計
）
は
５
︐

４
０
２
万
円
の
増
額
と
な
って
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
で
増
額
と
な
っ
た
事
業
は
表
４

に
ま
と
め
ま
し
た
。

3 

条
例
、
そ
の
他

（
１
）
条
例

　

条
例
は
、
新
た
に
制
定
す
る
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
や
行
政
組
織
の一
部
を
改

正
す
る
条
例
な
ど
17
件
で
す
。
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
は
４
月
か
ら
の
施
行
を

予
定
し
、
施
行
に
合
わ
せ
て
被
害
者
や
遺

族
ら
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
支
援
金

制
度
を
創
設
し
ま
す
。
ま
た
、
条
例
の
普

及
啓
発
や
関
係
者
ら
の
研
修
な
ど
を
含
め

６
８
６
万
円
を
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま

す
。
支
援
金
制
度
は
、
県
と
市
町
で
構
成

す
る
運
営
委
員
会
が
主
体
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
そ
の
他

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・�

包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
、
国
道

４
４
０
号
小
村
ト
ン
ネ
ル
（
久
万
高
原
町
）

建
設
工
事
な
ど
請
負
契
約
の
締
結

・�

県
立
病
院
の
診
療
費
未
払
金
な
ど
回
収

不
能
と
な
っ
た
債
権
の
放
棄

・
土
木
建
設
事
業
等
の
負
担
額
の
変
更

（
３
）
報
告

・�

自
動
車
事
故
の
損
害
賠
償
額
や
、
衛
生

環
境
研
究
所
で
発
生
し
た
輸
入
食
品
試

験
成
績
書
の
誤
記
に
よ
る
損
害
賠
償
額
な

ど
専
決
処
分
の
承
認

※端数四捨五入のため合計が合わない場合があります。　　　　　　　　　　　　  （▲は減）

【表4】 令和4年度　2月補正予算の主な事業
　　　 一般会計：▲18億3,637万円

増額分 239億3,110万円

新型コロナウイルス感染症医療提供体制確保事業 63億3,016万円

新型コロナウイルス感染症検査無料化支援事業 5億6,112万円

全国旅行支援事業 3億3,466万円

指定管理施設への減収補填（18施設） 3億1,599万円

子ども子育て応援基金積立金 2,776万円

海岸漂着物重点対策事業 1億6,625万円

私立専門学校授業料等減免事業費補助金 1,344万円

直轄負担金（道路、河川等） 9億2,841万円

税関係交付金等 52億9,477万円

県有林経営事業特別会計繰出金 21億3,650万円

特定目的基金の積み増し 　　47億円
など

減額分　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲257億6,747万円
《国内示の減、公債費利子の減等による不用額》

※端数四捨五入
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【表5】 令和５年度当初予算の主な事業　　　　　　　　　　　　　　　　  　 ◎：新規事業　○：大幅増額

1  人口減少対策　39億1,051万円

◎ えひめ人口減少対策総合交付金
　メニュー選択型の交付金の創設により、市町の実情に応じた対策を支援

17億4,837万円

◎ 新ひめボス宣言事業所魅力化支援事業 1億1,843万円

○ えひめジョブチャレンジU-15事業 1,546万円

○ えひめの移住力総合強化事業 8,312万円

2  DXの推進　76億6,780万円

○ 市町業務標準化モデル構築事業
　県内全市町での子育てや、介護等の手続きの標準化・効率化の実現

1億7,443万円

◎ 急性期医療連携ネットワーク整備モデル事業
　病院間で、迅速に患者情報を共有し、急性期治療に取り組む救急医療体制の確立を目指す

1億1,273万円

○ トライアングルエヒメ推進事業
　最先端のデジタル技術やロボット等を現場に実装し、本県産業の稼ぐ力を強化する。

13億9,126万円

3  防災・減災対策　154億8,210万円

肱川水系緊急治水対策推進事業 25億9,368万円

農地再編復旧整備事業
　西日本豪雨災害により被災した柑橘園地を、周辺園地を含めた区画整理を行う

3億8,955万円

県単独緊急防災・減災対策事業 44億1,665万円

ため池地震防災対策事業 3億8,199万円

防災士活躍推進事業（防災士の養成や防災関係者の連携強化） 2,175万円

4  地域経済の活性化策

◎ ベトナム地域連携ビジネス共創支援事業
　ベトナム・ベンチェ省との覚書を基に、県内事業者による現地でのビジネスモデルを事業化

985万円

○ 県産農林水産物輸出促進事業 2,032万円

◎ えひめスタートアップ共創促進事業
　県内企業と首都圏や関西圏等のスタートアップ企業とのマッチング

2,568万円

中小企業振興資金貸付金（新事業創出支援資金） 15億6,000万円

○ 外国人観光客誘致推進事業 6,300万円

5  新型コロナウイルス関連　767億2,463万円

新型コロナウイルス感染症医療提供体制確保事業 133億5,264万円

介護事業所等サービス提供体制確保事業 1億8,430万円

ポストコロナ経営力強化支援事業
　中小企業によるサプライチェーンの見直しや事業承継、生産性向上等を支援

1億　  49万円

○ 松山空港国際線需要回復促進事業 2億3,221万円
※端数四捨五入
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一
般
質
問
の
最
終
日（
３
月
７
日
）、二

番
目
の
質
問
者
と
し
て
壇
上
に
立
ち
、新

規
就
農
者
確
保
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
え
ひ

め
大
会
、消
防
、水
道
、国
民
健
康
保
険
事

業
の
広
域
化
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。質
問
の
概
要
と
、理
事
者
の
答
弁
は
次

の
通
り
で
す
。

【
質
問
の
要
旨
】

　

令
和
２
年
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
約

１
３
６
万
人
と
、
30
年
間
で
半
分
以
下
と

な
って
い
ま
す
。
近
年
、
新
規
就
農
者
は
年

５
～
６
万
人
台
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
減

少
幅
の
方
が
大
き
く
、
年
間
約
４
～
８
万

人
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
の
課
題
も
担
い
手
の
確
保
で
あ

り
、
同
年
の
県
内
の
基
幹
的
農
業
従
事
者

は
２
万
８
︐
６
５
４
人
と
、
５
年
前
に
比
べ

７
︐
０
９
０
人
、
19
・
８
％
減
少
し
て
い
ま

す
。
県
は
、
こ
れ
ま
で
も
新
規
就
農
者
の

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
40
歳
未
満
の
青

年
新
規
就
農
者
は
過
去
５
年
間
で
年
平
均

１
２
０
人
程
度
と
、
目
標
と
す
る
年
１
８
０

人
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
県
は
、
新
規
就

農
者
の
確
保
に
向
け
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【
中
村
知
事
】

　

意
欲
あ
る
新
規
就
農
者
を
確

保
す
る
こ
と
は
、本
県
農
業
を
持

続
可
能
な
基
幹
産
業
と
し
て
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
う
え
で
、極
め

て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、県
内

外
の
若
者
や
女
性
、地
方
へ
の
移

住
希
望
者
な
ど一人
で
も
多
く
の

方
々
に
愛
媛
農
業
の
魅
力
を
感

じ
て
い
た
だ
き
、安
心
し
て
就
農

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、受
入
環
境

の
整
備
や
効
果
的
な
情
報
発
信
に

一層
注
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、Ｊ
Ａ
等
に

よ
る
就
農
か
ら
定
着
ま
で
の一貫

し
た
支
援
や
ベ
テ
ラ
ン
農
家
等
に

よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
体
制
を

確
保
に
取
り
組
み
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
、

新
規
就
農
者
の
募
集
か
ら
、
研
修
、
就
農
、

経
営
の
発
展
、
経
営
の
継
承
ま
で一貫
し
た

支
援
を
行
う
担
い
手
対
策
総
合
支
援
事
業

整
備
す
る
ほ
か
、県
外
在
住
者
等
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
て
、首
都
圏
等
で
の
相
談
会

や
農
作
業
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、参
加

者
の
事
情
に
応
じ
て
丁
寧
に
対
応
す
る

こ
と
で
就
農
へ
導
く
な
ど
、農
業
を
志
す

方
々
に
寄
り
添
っ
た
取
組
み
を
進
め
て
き

た
結
果
、昨
年
度
の
新
規
就
農
者
数
は
、全

体
で
１
８
４
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
来
年
度
か
ら
は
、儲
か
る
農
業
の

実
践
者
で
あ
る「
え
ひ
め
愛
顔
の
農
林
水

産
人
」に
よ
る
動
画
配
信
や
出
前
講
座
を

通
し
て「
稼
げ
る
、か
っ
こ
い
い
、感
動
を
楽

し
め
る
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
農
業
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、愛
称「
え
ひ

令
和
５
年
２
月
議
会　
一般
質
問
と
答
弁
の
概
要

新
規
就
農
者
の

確
保
に
つ
い
て

１

梅まつりの時期を迎えた七折梅の里
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め
農
業
未
来
カ
レ
ッ
ジ
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
農
業
大
学
校
で
は
農
業
Ｄ
Ｘ
を

担
う
高
度
農
業
人
材
の
育
成
や
中
高
年
層

を
含
め
た
就
農
講
座
を
開
催
す
る
ほ
か
、

女
性
が
働
き
や
す
い
労
働
環
境
の
整
備
を

促
進
す
る
な
ど
、農
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
就
農
意
欲
の
高
揚
に
向
け
た
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、今
後
と
も

オ
ー
ル
愛
媛
で
、将
来
の
愛
媛
農
業
を
支

え
る
人
材
の
確
保
に
努
め
て
参
り
た
い
。

【
質
問
の
要
旨
】

　

本
県
の
森
林
資
源
は
、
戦
後
造
成
さ
れ

た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
多
く
が
50
年
生

以
上
と
、
利
用
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
再
生
可
能
な
資
源
と
し
て
循
環
利

用
す
る
こ
と
は
、
雇
用
の
場
の
確
保
や
定
住

促
進
等
の
山
村
振
興
に
も
つ
な
が
り
、
本

県
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
問
題

に
も
寄
与
す
る
た
め
、
今
後
の
積
極
的
な

取
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
県
は
、
県
産

材
の
増
産
と
森
林
の
若
返
り
を
図
る
た
め
、

平
成
26
年
度
か
ら
林
業
躍
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

に
よ
る
主
伐
再
造
林
の
推
進
に
取
り
組
み
、

　
こ
の
た
め
、来
年
度
か
ら
は
新
た
に
、県

内
５
流
域
に
モ
デ
ル
林
を
設
置
し
て
、エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
が
も
た
ら
す
植
栽
本
数
の

減
少
に
よ
る
経
費
節
減
効
果
や
、下
刈
り

回
数
の
削
減
に
よ
る
省
力
化
・
効
率
化
の

効
果
な
ど
を
実
証
、見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、造
林
現
場
へ
の
導
入
を一層
後
押
し
す

る
ほ
か
、需
要
の
拡
大
を
見
据
え
、本
県
独

自
の
新
た
な「
ス
ギ
」エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の

品
種
開
発
に
着
手
し
、苗
木
の
更
な
る
安

定
供
給
に
も
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

関
係
経
費
を
当
初
予
算
案
に
計
上
し
た
。

　
今
後
は
、市
町
や
関
係
団
体
と
の
緊
密

昨
年
、
全
国
に
先
駆
け
て
特
定
植
栽
促
進

区
域
を
指
定
し
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
を
積
極

的
に
用
い
た
再
造
林
を
計
画
的
か
つ
効
率

的
に
進
め
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
は
、
標
準
的
な
品
種
と
比
べ
て
成
長

が
約
１・５
倍
早
く
、
二
酸
化
炭
素
を
よ
り

多
く
吸
収
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
林
業
の

収
益
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
そ
の
有
効

な
活
用
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
県
と

し
て
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
活
用
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【
末
永
農
林
水
産
部
長
】

　

成
長
が
早
く
、材
質
に
も
優
れ

る
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
は
、儲
か
る

林
業
を
実
現
す
る
う
え
で
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、Ｃ
Ｏ

２
の
吸
収
能
力
が
高
い
森
林
を
早

期
に
造
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、脱
炭
素
社
会
の
推
進
に
も
貢

献
す
る
も
の
で
あ
る
。県
で
は
、他

県
に
先
駆
け
て
、エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

の
種
子
の
採
取
や
苗
木
の
育
成
に

関
す
る
検
証
を
積
み
重
ね
て
き
た

結
果
、県
内
造
林
予
定
面
積
の
４

分
の
１
に
相
当
す
る
約
１
０
０
ha

分
の
苗
木
18
万
本
が
供
給
で
き
る

見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

な
連
携
の
下
、利
用
適
齢
期
を
迎
え
た
県

内
の
森
林
に
お
い
て
、エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
主
伐
・
再
造
林
を

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、収
益
性

の
向
上
や
林
業
従
事
者
の
労
働
環
境
の
改

善
と
定
着
を
図
り
な
が
ら
、林
業
躍
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
推
進
し
、森
林
の
適

正
管
理
と
林
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
な
げ

て
参
り
た
い
。

【
質
問
の
要
旨
】

　

本
年
10
月
の
ね
ん
り
ん
ピッ
ク
愛
顔
の
え

ひ
め
２
０
２
３
の
開
催
は
、
県
民
に
健
康
や

生
き
が
い
づ
く
り
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
て

も
ら
い
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
シ
ニ
ア
の
元

気
、
愛
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
絶
好
の
機
会
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
ね
ん
り
ん
ピッ
ク
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

の
人
が
楽
し
み
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
、
健
康
と
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の

総
合
的
な
祭
典
で
あ
り
、
え
ひ
め
大
会
で

は
、
県
内
全
市
町
で
、
29
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ

と
文
化
の
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大
会
開
催
の

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の

活
用
に
つ
い
て

２

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

え
ひ
め
大
会
に
つ
い
て

３

エリートツリーの植栽後3年での成長事例
参照元：森林総合研究所林木育種センター　HP
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延
期
等
も
あ
り
、
準
備
に
当
た
っ
た
県
や

各
市
町
は
苦
労
も
多
か
っ
た
と
推
察
し
ま

す
。
昨
年
、
久
万
高
原
町
で
の
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
に
参
加
し
た
際
に
、
町
民
が
大
会
準

備
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、

私
の
地
元
砥
部
町
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ

ス
吹
矢
の
会
場
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
来
、

熱
心
に
練
習
す
る
選
手
の
姿
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。
開
催
を
心
待
ち
に
す
る
声
も
聞

遺
産
を
時
代
の
変
遷
に
合
わ
せ
て
紹
介
す

る
と
と
も
に
、全
20
市
町
の
競
技
会
場
等

で
は
、県
産
食
材
を
使
用
し
た
食
の
提
供

や
特
産
品
の
販
売
、観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
、遍
路
文

化
で
培
わ
れ
た
愛
媛
な
ら
で
は
の
お
も
て

な
し
な
ど
、市
町
と
連
携
し
て
本
県
の
魅

力
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
本
大
会
と
併
せ
て
、シ
ニ
ア
の
ニ
ー
ズ
を

盛
り
込
ん
だ
企
画
旅
行
商
品
も
展
開
し
、

コ
ロ
ナ
後
の
地
域
の
活
力
創
出
や
本
県
経

済
の
活
性
化
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、全
て

の
参
加
者
に
と
っ
て
、ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
、地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
が
生
き

が
い
づ
く
り
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。え
ひ
め
大

会
が
、記
憶
に
残
る
愛
顔
あ
ふ
れ
る
大
会

と
な
る
よ
う
、オ
ー
ル
愛
媛
体
制
で
、し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

【
質
問
の
要
旨
】

　

昨
年
の
全
国
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、

交
通
事
故
統
計
が
残
る
昭
和
23
年
以
降
で

き
、
開
催
に
向
け
た
機
運
が
着
実
に
高
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

県
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
え
ひ
め
大
会
に

お
い
て
、
本
県
の
魅
力
を
県
内
外
に
ど
の
よ

う
に
発
信
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
大
会
の

効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

【
中
村
知
事
】

　

本
県
初
の
開
催
と
な
る
、「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ
め

２
０
２
３
」は
、健
康
の
保
持
・

増
進
、社
会
参
加
、生
き
が
い

の
高
揚
を
目
的
に
、選
手
・
役

員
等
約
１
万
人
が「
ね
ん
り
ん

を　

重
ね
た
愛
顔　

伊
予
に

咲
く
」を
テ
ー
マ
に
集
い
、観
客

等
を
加
え
る
と
延
べ
50
万
人
も

の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
大
規

模
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、コ
ロ
ナ

と
の
向
き
合
い
方
な
ど
様
々
な

考
慮
す
べ
き
事
項
が
あ
る
中
、

よ
り
適
切
な
大
会
運
営
に
向

け
て
、愛
媛
の
魅
力
が
伝
わ
る

大
会
と
な
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
る
。

　
全
国
の
選
手
等
が
一堂
に
会

す
る
総
合
開
会
式
で
は
、愛
媛

の
文
化
や
偉
人
、名
所
や
地
域

最
少
と
な
り
、
本
県
で
も
44
人
と
、
統
計

を
取
り
始
め
た
22
年
以
降
で
過
去
２
番
目

の
少
な
さ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
発
生

件
数
と
負
傷
者
数
に
つい
て
も
、
平
成
17
年

以
降
、
18
年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
と
聞

き
ま
す
。

　

県
警
は
交
通
事
故
を
抑
止
す
る
た
め
、

創
意
工
夫
あ
る
各
種
取
組
み
を
推
進
し
て

お
り
、
昨
年
も
、
横
断
意
思
を
示
す
手
上

げ
横
断
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
大
人
も
手
を
上
げ
よ
う
運
動
」
等
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
手
上
げ
横

断
が
広
く
普
及
・
浸
透
し
、
習
慣
化
さ
れ

る
こ
と
は
、
交
通
安
全
の
確
保
に
有
効
と

考
え
ま
す
。

　

昨
年
の
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
状
況

と
、
今
後
抑
止
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
行
く
の
か
。

【
森
本
警
察
本
部
長
】

　
令
和
４
年
中
は
、交
通
事
故
が
多
発
傾

向
に
あ
る
地
域
や
時
間
帯
に
警
察
力
を
シ

フ
ト
す
る
街
頭
活
動
を
強
化
す
る
な
ど
し

た
結
果
、県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
44

人
と
、前
年
と
比
べ
て
６
人
減
少
し
た
が
、

横
断
歩
道
を
横
断
中
の
歩
行
者
が
被
害
に

遭
う
交
通
事
故
が
増
加
に
転
じ
た
ほ
か
、

全
死
者
数
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
約

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

４

県グラウンド・ゴルフ協会主催の大会には、500人を超える参加者があります。
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７
割
と
、全
国
と
比
べ
高
い
水
準
に
あ
る

な
ど
、い
ま
だ
厳
し
い
交
通
情
勢
に
変
わ

り
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、本
年
は
、引
き
続
き
、交
通
事

故
分
析
に
基
づ
く
抑
止
対
策
を
基
本
方
針

と
し
て
、特
に
、横
断
歩
行
者
被
害
の
事
故

防
止
に
向
け
、交
通
指
導
取
締
り
等
の
街

頭
活
動
や
、全
て
の
年
齢
層
の
歩
行
者
に

対
し
て「
手
上
げ
横
断
」の
習
慣
化
を
図
る

「
大
人
も
手
を
上
げ
よ
う
」運
動
を
強
力

に
推
進
し
て
い
る
。さ
ら
に
、高
齢
者
を
交

通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
し
な

い
取
組
み
と
し
て
、あ
ら
ゆ
る
広
報
媒
体

を
活
用
し
た
交
通
安
全
情
報
の
発
信
、各

種
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
等
を
活
用
し
た
交
通
安

全
教
育
の
実
施
、ド
ラ
イ
バ
ー
に一定
の
緊

お
り
、
県
内
に
お
い
て
は
、
平
成
３
年
は
約

３
万
５
千
件
で
あ
っ
た
が
、
令
和
２
年
に
は

約
６
万
３
千
件
と
、
２
倍
近
く
増
加
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
県
は
、
来

年
度
当
初
予
算
案
で
知
事
が
公
約
に
掲

げ
た
、
救
急
医
療
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
♯

７
１
１
９
」
を
全
県
に
導
入
す
る
た
め
の
経

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
県
は
、
救
急
搬

送
体
制
の
確
保
・
強
化
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

【
井
上
防
災
安
全
統
括
部
長
】

　
本
県
の
救
急
医
療
を
守
り
、県
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、ま
ず
は

傷
病
者
搬
送
の
段
階
で
、適
切
な
処
置
を

施
し
な
が
ら
迅
速
に
医
療
機
関
に
引
き
継

ぐ
こ
と
に
よ
り
、救
命
率
の
向
上
や
後
遺

症
の
軽
減
等
を
図
る
と
と
も
に
、真
に
救

急
搬
送
を
要
す
る
傷
病
者
を
確
実
に
搬
送

で
き
る
体
制
の
充
実
が
必
要
。こ
の
た
め
、

消
防
に
よ
る
救
急
業
務
と
医
療
機
関
に
よ

る
受
入
業
務
を
、適
切
か
つ
迅
速
に
繋
ぐ

調
整
役
等
を
担
っ
て
い
る
県
で
は
、救
急

救
命
士
の
養
成
を
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、

消
防
・
医
療
関
係
者
等
で
構
成
す
る
県
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
で
の
症

例
検
討
等
を
通
じ
、救
急
隊
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
や
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い

張
感
を
促
す
交
通
指
導
取
締
り
、注
意
喚

起
効
果
の
高
い
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、

運
転
に
不
安
を
抱
え
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

が
安
心
し
て
運
転
免
許
証
を
返
納
で
き
る

環
境
の
構
築
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
質
問
の
要
旨
】

　

消
防
組
織
は
、
業
務
内
容
も
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
救
急
・
救
助
の
現

場
で
は
、
応
急
処
置
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
あ
り
、
現
在
は
、
救
急
救
命
士
の

資
格
を
持
っ
た
職
員
の
救
急
車
への
乗
車
が

一般
的
に
な
って
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
職
員
の
育
成
に
は

時
間
と
多
額
の
費
用
が
掛

か
り
、
資
機
材
も
非
常
に

高
額
な
こ
と
に
加
え
、
通
信

指
令
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
高
度
化
も
あ
り
、
小
規

模
組
織
の
在
り
方
も
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
車
の
出
動

件
数
は
、
高
齢
人
口
の
増

加
に
よ
り
毎
年
増
加
し
て

る
。加
え
て
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
て

患
者
の
状
態
や
搬
送
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
救
急
隊
、医
療
機
関
が
共
有
で
き
る

救
急
搬
送
情
報
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
な

ど
、患
者
の
状
態
悪
化
を
抑
え
、早
期
に
医

療
機
関
で
適
切
な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、救
急
搬
送
の
質
の
向
上
に
注
力
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、１
１
９
番
通
報
の
前
段
階
に

お
い
て
も
、医
師
等
の
助
言
に
よ
る
軽
症

者
の
不
安
解
消
や
潜
在
的
な
重
症
者
の
早

期
発
見
・
搬
送
に
繋
が
り
、救
急
車
等
の
限

り
あ
る
医
療
資
源
の
有
効
活
用
に
資
す
る

電
話
相
談
窓
口
＃
７
１
１
９
を
、県
と
20

市
町
共
同
で
開
設
す
る
経
費
を
当
初
予
算

案
に
計
上
し
て
お
り
、今
後
と
も
、こ
れ
ら

に
重
層
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、本
県
の

救
急
搬
送
体
制
の
確
保
・
強
化
に
努
め
て

参
り
た
い
。

救
急
搬
送
体
制
の

確
保
・
強
化
に
つ
い
て

５

手を挙げて横断歩道を渡る子ども達
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　【
質
問
の
要
旨
】

　

水
道
事
業
に
は
地
方
公
営
企
業
法
が
適

用
さ
れ
、
独
立
採
算
を
原
則
と
し
、
料
金

収
入
等
で
運
営
や
施
設
更
新
の
費
用
が
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
健
全
で
安
定
し
た
事
業

運
営
に
は
、
適
正
な
水
道
料
金
収
入
の
確

保
が
必
要
で
す
が
、
人
口
減
少
に
伴
う
需

要
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
り
、
日

本
の
水
道
事
業
は
岐
路
に
差
し
掛
か
って
い

ま
す
。
県
内
で
は
、
20
市
町
と
二
つ
の
水

道
企
業
団
が
水
道
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
全
国
の
状
況
と
同
様
、
人
口
減
少

等
に
伴
う
需
要
の
縮
小
に
よ
る
料
金
収
入

の
減
少
や
、
老
朽
化
に
伴
う
施
設
の
更
新

時
期
の
到
来
に
加
え
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

を
想
定
し
た
耐
震
化
の
促
進
等
に
よ
っ
て
、

経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、一層

の
経
営
基
盤
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

国
は
、
水
道
事
業
の
経
営
基
盤
強
化
を

図
る
た
め
、
平
成
30
年
に
水
道
法
を
改
正

し
、
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
連
携
等
広

域
化
の
推
進
を
柱
の一つ
と
し
ま
し
た
。
同

法
で
は
、
都
道
府
県
が
主
体
と
な
り
広
域

保
・
拡
充
を
強
く
要
望
し
て
き
た
ほ
か
、市

町
等
と
経
営
基
盤
の
強
化
や
経
営
効
率
化

に
向
け
た
検
討
委
員
会
を
設
け
、事
務
の

広
域
的
処
理
も
含
め
た
広
域
連
携
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
、昨
年
７
月
に「
県
水
道
広

域
化
推
進
プ
ラ
ン
」を
取
り
ま
と
め
た
。

　
今
後
は
、プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
各
市
町
等
と

広
域
連
携
や
適
切
な
資
産
管
理
の
推
進
、

人
材
の
確
保
・
育
成
な
ど
、地
域
の
実
情
に

応
じ
た
実
現
可
能
な
基
盤
強
化
策
に
つ
い

て
協
議
検
討
を
重
ね
た
上
で
、水
道
法
に

基
づ
く「
水
道
基
盤
強
化
計
画
」の
策
定
へ

と
繋
げ
た
い
と
考
え
い
る
。

【
質
問
の
要
旨
】

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
本
来
、
国
が
財

政
運
営
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

平
成
30
年
度
か
ら
、
都
道
府
県
が
そ
の
運

営
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
市
町
村
と
の
連

携
の
下
で
制
度
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
、
都
道
府
県
が
市
町
村
ご
と
の

標
準
保
険
料
率
を
算
定
・
公
表
し
て
、
市

町
村
が
そ
の
標
準
保
険
料
率
等
を
参
考
に

化
を
推
進
す
る
こ
と
が
努
力
義
務
と
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の一環
と
し
て
、
水
道
広
域
化

推
進
プ
ラ
ン
の
策
定
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、

本
県
で
も
昨
年
、
県
水
道
広
域
化
推
進
プ

ラ
ン
を
策
定
し
、
県
内
の
自
治
体
に
水
道
事

業
の
現
状
と
将
来
推
計
を
提
示
し
、
取
り

組
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
と
聞
き
ま
す
。

　

県
下
の
水
道
事
業
の
現
状
と
課
題
、
ま

た
、
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

【
目
見
田
県
民
環
境
部
長
】

　
県
内
の
水
道
事
業
は
、料
金
収
入
の
減

少
に
加
え
、耐
用
年
数
を
超
過
し
た
老
朽

管
路
の
更
新
や
水
道
施
設
の
耐
震
化
の
実

施
等
に
よ
り
、厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
、

一部
の
市
町
で
は
、水
道
料
金
の
値
上
げ
の

決
定
や
検
討
が
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、人
員

削
減
や
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
等
に
伴
う

技
術
継
承
や
災
害
時
対
応
力
の
低
下
等
も

危
惧
さ
れ
て
お
り
、今
後
、水
道
事
業
の
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、強
靭
な
水

道
施
設
の
整
備
や
、危
機
管
理
体
制
の
強

化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
こ
の
た
め
、県
で
は
、こ
れ
ま
で
、全
国

知
事
会
等
を
通
じ
て
国
に
対
し
水
道
施
設

の
更
新
や
耐
震
化
等
へ
の
財
政
支
援
の
確

保
険
料
率
を
決
定
し
、
個
々
の
事
情
に
応

じ
た
賦
課･

徴
収
を
行
って
い
ま
す
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
制
度
の
運
営
は
順
調
と
思
い
ま

す
が
、
県
の
運
営
と
な
っ
た
目
的
の一つ
は
、

保
険
料
水
準
の
統
一で
す
。
非
常
に
困
難
な

こ
と
で
す
が
、
国
内
の
保
険
料
水
準
の
統
一

の
第
一
歩
と
し
て
、
県
内
の
水
準
を
統
一し
、

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、
同
じ
保
険
料
負
担

で
、
同
じ
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
べ
き
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
制
度
を
運
営
す
る
中
で
、
方

向
性
や
時
間
軸
な
ど
、
見
え
て
き
た
も
の

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
の

保
険
料
水
準
の
統
一に
向
け
た
課
題
と
取
組

状
況
は
ど
う
か
。

【
菅
保
健
福
祉
部
長
】

　
国
は
、市
町
間
で
医
療
費
水
準
や
医
療

提
供
体
制
に
差
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
つ

つ
、将
来
的
に
は
県
単
位
で
保
険
料
水
準

国
保
の
保
険
料
水
準
の

統
一
に
向
け
た
課
題
と

取
組
状
況
に
つ
い
て

７

県
下
の
水
道
事
業
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

６
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の
統一を
目
指
す
よ
う
求
め
て
お
り
、こ
れ

を
受
け
て
県
で
は
、保
険
料
水
準
の
県
内

統一に
向
け
た
協
議
を
進
め
、令
和
５
年
度

末
ま
で
に
、６
年
度
以
降
の
取
組
内
容
や

目
標
年
度
な
ど
を
定
め
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
統一に
向
け
た
課
題
と
し
て
、県
内
市
町

に
は
、令
和
２
年
度
実
績
で
１
人
当
た
り

の
医
療
費
が
１
・
36
倍
、保
険
料
が
１
・
71

倍
と
大
き
な
格
差
が
あ
り
、医
療
費
の
低

い
市
町
の
保
険
料
が
統一に
よ
っ
て
急
増
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
ほ
か
、保
険
料
設
定
に

影
響
を
与
え
る
医
療
費
の
適
正
化
の
た
め

の
保
健
事
業
や
、収
納
率
対
策
な
ど
に
つ

い
て
、市
町
に
よ
っ
て
差
異
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、統
一に
は
一定
の
期
間
が
必
要
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
県
で
は
、市
町
等
と
連
携
し

て
医
療
費
格
差
の
要
因
分
析
や
、取
組
内

容
の
均
一化
な
ど
の
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、現
在
国
に
お
い
て
、こ

れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
の
支
援
プ
ラ
ン

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。そ
の
活
用
も
図

り
な
が
ら
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
保
険
料
水
準

統一の
目
標
年
度
を
は
じ
め
、医
療
費
格
差

の
縮
小
や
収
納
率
向
上
の
施
策
を
盛
り
込

み
、そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
着
実

に
進
め
て
参
り
た
い
。

の
家
訓
だ
そ

う
で
す
。
故

野
中
廣
務
氏

も
こ
の
言
葉

を
大
切
に
し

た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

野
中
氏
は
こ

う
語
っ
て
い

ま
す
。「
運

を
得
る
こ
と

と
、
そ
れ
を

焦
ら
ず
生
か

す
た
め
の
不
断
の
努
力
、
そ
し
て
、
根

性
が
人
間
の
進
み
方
と
し
て
一
番
必

要
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

ま
じ
め
を
貫
く
こ
と

も
、
そ
の
一
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

▼
趣
味
は
習
字
あ
る
い

は
書
道
。
県
女
流
書
家

連
盟
会
長
の
藤
岡
抱
玉

先
生
の
所
へ
通
い
始
め

て
７
年
に
な
り
ま
す
。

最
初
に
書
か
さ
れ
た
の

は
、「
山
」と「
川
」。
そ

の
文
字
を
今
見
直
す

と
…
。
藤
岡
先
生
は
、

繊
細
な
仮
名
文
字
を

書
か
れ
る
方
で
す
が
、

習
っ
て
み
る
と
、
筆
に
た
っ
ぷ
り
と
墨

を
含
ま
せ
、
大
胆
に
書
く
よ
う
指
導
さ

れ
ま
す
。
六
十
の
手
習
い
。
ち
ょ
っ
と

遅
か
っ
た
気
も
し
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
写

真
は
今
年
の
書
界
展
に
出
し
た
私
の
作

品
で
す
。
王
維
の
詩
の
一
部
で
す
。
藤

岡
先
生
の
手
本
を
も
と
に
、
先
輩
方
に

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
や
っ
と
仕
上

げ
ま
し
た
。
私
自
身
も
読
め
ま
せ
ん
。

調
べ
て
み
る
と「
草
色　

全
く
細
雨
を

経
て
潤
い　

花
枝
動
か
ん
と
欲
し
て　

春
風
寒
し
」で
し
た
。
こ
の
後
に「
世
事

は
浮
雲　

何
ぞ
問
う
に
足
ら
ん
」と
続

き
ま
す
。
お
酒
を
飲
ん
で
ち
ょ
っ
と
愚

痴
を
言
っ
て
い
る
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

▼
県
議
会
議
員
２
期
目

が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
８
年
間
、

運
に
恵
ま
れ
た
と
思
い

ま
す
。
１
期
目
最
後
の
年
、
農
林
水
産

委
員
長
に
し
て
い
た
だ
い
た
の
を
皮

切
り
に
以
降
、
総
務
企
画
、
ス
ポ
ー
ツ

文
教
警
察
、
経
済
企
業
、
現
在
は
２
回

目
の
農
林
水
産
委
員
長
と
常
任
委
員

会
の
委
員
長
を
続
け
て
務
め
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
派
で
は
政

策
局
長
を
任
さ
れ
、
理
事
者
と
の
窓
口

と
な
っ
て
経
験
を
積
ま
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
▼
私
の
好
き
な
言
葉
に「
運
・

鈍
・
根
」
が
あ
り
ま
す
。「
う
ん
・
ど

ん
・
こ
ん
」と
読
み
ま
す
。
近
江
商
人

日
雑
日
感

みきゃん扮するまじめ課長と

自分の作品を見ながら、何を言っているのでしょうか…。
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晴走雨読
私の本棚

せ そ ど
い うう く

の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
て
い

ま
す
。
子
規
一
行
が
目
指
し

た
滝
は
、
白
猪
の
滝
、
唐
岬

の
滝
の
二
瀑
。
そ
の
４
年
後
、

柳
原
極き

ょ
く

堂ど
う

や
夏
目
漱
石
も

同
じ
道
を
た
ど
り
ま
し
た
。

東
温
市
の
則す

之の

内う
ち

や
河
之
内

は
、
子
規
、
極
堂
、
漱
石
が

そ
れ
ぞ
れ
に
足
跡
と
句
を
残

し
た
俳
句
の
里
で
す
。
先
生
は
「
今
に
な
っ
て
、
私
が

小
学
校
へ
通
っ
た
お
よ
そ
三
㌔
の
道
は
、
明
治
の
中
頃
、

子
規
、
極
堂
、
漱
石
が
辿
っ
た
道
と
重
な
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。（
中
略
）
彼
ら
の
観
瀑
の
旅
に
つ
い
て
も
っ
と
詳
し
く

知
り
、
地
元
の
人
々
、
子
ど
も
た
ち
に
知
って
も
ら
お
う

と
思
っ
た
」
と
研
究
への
思
い
を
吐
露
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
書
の
中
で
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
い
る
の
が

「
鎌
倉
堂
」
で
す
。
記
録
で
は
１
７
０
６（
宝
永
３
）
年

に
建
立
と
あ
り
ま
す
。
子
規
が
観
瀑
の
折
に
憩
い
、
柱

に
俳
句
を
落
書
き
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

極
堂
、漱
石
も
立
ち
寄
り
俳
句
を
詠
み
ま
し
た
。
現
在
、

祠
は
な
く
バ
ス
停
に「
鎌
倉
堂
」の
名
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
令
和
３（
２
０
２
１
）年
９
月
子
規
、
極
堂
、

漱
石
が
こ
こ
で
詠
ん
だ
句
を
刻
ん
だ
石
碑
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
石
碑
に
は
、
発
起
人
高
須
賀
康
夫
の
名
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
人
々
は
、
先
生
が
生
き
た

証
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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著
者
の
高
須
賀
康
夫
さ

ん
は
、
私
の
中
学
の
恩
師
。

立
命
館
大
学
を
卒
業
し
て
、

は
じ
め
て
の
赴
任
先
が
砥
部

中
学
校
で
す
。
社
会
科
を

教
え
野
球
部
の
監
督
を
す

る
青
年
教
師
。
そ
の
姿
が
、

今
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
こ

の
本
を
出
版
し
て
１
年
半

後
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
75
歳
。
悪
性
リ
ン
パ
腫

で
し
た
。
死
期
を
感
じ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
、
後
書
き

で
「
ふ
る
さ
と
が
あ
り
が
た
い
の
は
、
そ
こ
に
自
ら
が
生

き
た
証
が
残
り
、
そ
れ
を
忘
れ
な
い
人
々
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
以
下
、
著
者
を
〝
先

生
〟
と
呼
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

題
名
の
〝
の
ぼ
さ
ん
〟
は
、
正
岡
子
規
の
渾あ

だ

名な

で
す
。

幼
い
頃
の
名
前
「
升（
の
ぼ
る
）」
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
子
規
へ
の
親
し
み
を
込

め
て
、
本
の
タ
イ
ト
ル
を
「
の
ぼ
さ
ん
の
道
」
と
し
た
と

述
懐
し
て
い
ま
す
。
俳
句
も
短
歌
も
詳
し
く
な
い
私
で

す
が
、
子
規
は
俳
句
で
は
松
尾
芭
蕉
や
与
謝
蕪
村
、
短

歌
で
は
藤
原
定
家
や
紀
貫
之
に
匹
敵
す
る
人
物
だ
と

思
って
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
正
岡
子
規
に
関
す
る
本
が
、

今
も
出
版
さ
れ
続
け
る
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
本
は
、
子
規
が
明
治
24
年
温
泉
郡
三み

内う
ち

村む
ら

大
字

河か
わ

之の

内う
ち（

現
在
は
東
温
市
）に
観
瀑
の
旅
を
し
た
足
跡

を
た
ど
り
な
が
ら
、
想
像
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
郷
土

写真は東温市立図書館の蔵書です


